
 

 

8月14日(火) 

７月の西日本豪雨災害の報道に接して すぐ

に現地に行って何かしなければと やみくもに思

い立ったのですが、現地の災害ボランティアセ

ンターの受け入れ条件に加えて 車を運転できな

い自分の移動手段や宿泊所の確保などに不安が

あって  やきもきしながら日々が過ぎてしまい

ました。 

3.11の年に釜石箱崎で一緒に活動した 倉敷

グループのHz さんから 現地情報をいただいて  

ようやく明日から倉敷で動く算段ができました。

酷暑の中で 何ほどのこともできないでしょ

うが、被災地の人々が暮らしを取り戻すお手伝

いを 少しでもできればと思っています。 

11:50 東京駅発 山陽新幹線｢のぞみ109号｣

広島行き。 

釘抜き·手鈎·小ハンマー·革手袋·ゴーグルなど

の道具類、作業服·下着と着替えセット、雨具、

いつもより多くの水筒、などを詰め込むと 大荷

物になって  長靴は別途手持ちになりました。 

　15:14岡山着、在来山陽本線で金光(こんこ

う)まで。 

車内で インドネシアからの若者２人と同席、

実習生として滞日中で  富士山に登ってきたと

のこと。 

　今回は どこに宿泊するか?  足の便、買い

物·入浴の利便、費用など あれこれ悩ましかっ

たのですが、Hz さんから 新倉敷から一駅西の

金光駅近くの金光教本部の施設が ボランティア

に無料で提供されていると教えていただいて 申

し込みました。 

信者の研修のための｢修徳殿｣は木造２階建て、

大小の研修室宿泊·食堂のほか 浴室があり、台

所も冷蔵庫·電子レンジが使えて 洗濯機もあり

ます。指定された７号室はエアコン付き 15畳 、

今晩は 先月20日以来活動している茨城からのTm

さん  今日愛知から来たNgさん  そして私  ３人

の贅沢泊です。隣室にも 若い男性２人のボラン

ティアが宿泊しているようです。 

8月15日(水) 活動 第１日 

金光駅から山陽本線一駅 新倉敷へ。 

(200円) 

倉敷市の災害ボランティアセンターは 今日

まで３日間 お盆休みなので、今日は飛び込みで

Hzさんのお仲間に入れていただいて 活動します。

Hz さんとは 釜石箱崎以来 およそ７年ぶりの再

会です。 
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８時前 Hz さんの車にピックアップしていた

だいて 真備町へ。倉敷市真備町は 小田川とそ

こに流れ込む支流の８箇所で堤防が決壊して 1/

3が水没·浸水し 51人もの住民が亡くなりました。

車から １階部分ががらんどうになって向こ

う側の景色が突き抜けて見える家並みや閉じら

れたままの大型店舗 ブルーシートを被せ土嚢で

押さえて応急手当てした決壊箇所が見えます。 

図書館の駐車場  学校の校庭 などに｢災害ゴ

ミ｣が山積みされ  街中のあちこちにも まだ瓦礫

の小山が残っていて、その光景の中で ピースボー

トや｢播州○○隊｣などのチームが動いているの

も見えます。揃いの作業服姿は 市の担当者たち

でしょう。 

真備の西寄りの呉妹(くれせ)に到着、手作り

パンとコーヒーのお店の 窓枠が歪み床を剥がし

た建物の一角の 椅子とテーブルを並べたフロア

(キッチンだった?)に集合しました。オーナーの

N子さんが 被災した店舗を活動拠点として提供

してくださっています。 

今日の主力は 熊本震災の支援で

知り合って活動を続けている｢ロ

ハス南阿蘇｣というグループで  

Hz さんも南阿蘇に通って彼らと

一緒に農業支援をされていて、

そのつながりで 今回彼らが倉敷

に来ているということです。 

滋賀·三重·神奈川などから集結し

た男性４人に Hzさんと地元の仲

間の女性 そして私、７人で軽ト

ラなどに分乗して有井(あるい)

の被災家屋に向かいました。 

住宅街の １階膝上まで浸水した

お宅の高圧洗浄と床板剥がし、

依頼主は 築５年の家を リフォー

ムして住み続けたいというご意

向です。 

頑丈な床を剥がす取っ掛かりを

つくるために 電動丸鋸で切れ目を入れ、隙間に

長いバールを挿し入れ ハンマーでガンガン叩き

込んで抉じ開け剥がします。ヘルメットを被り

マスクをして風の通りの好くない屋内で  久し

ぶりのハードな作業をすると  頭がクラッとし

ます。倉敷市の災害ボランティアセンターでは 

熱中症予防のために 20分実働10分休憩という

ペースで作業していますが、このチームは屈強

揃いで  各自の給水以外40～50分は続けるので  

休憩時間に外の空気を吸うのが待ち遠しかった

こと!   

剥がした床板や破片を軽トラに積み込んだり

されている依頼主のお母さんとお嫁さんにうか

がうと、まさかここまで水が来るとは思いもよ

らなかった  今は 親類の家に身を寄せていると

のことでした。 

拠点の被災店舗に戻って コンビニ弁当の昼

食。パラパラ雨が降ってきて 涼しくなるか?と

期待しましたが、間もなく止んで  乾ききった

地面に吸い込まれてしまいました。 
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午後は コンクリート打ちの床下に溜まって

いた泥水を排水するのに  排水口が無くて汲み

上げも困難なので、床下から外に ドリルで小さ

な穴を開け そこに泥水を掃き寄せて流し出しま

した。同時進行で 浸水した壁と断熱材も剥がし

て 高圧洗浄。 

｢ロハス南阿蘇｣は 丸鋸もドリルも高圧洗浄

の機材も 自前で持ち込んで大抵の作業は やっ

てのけてしまうようです。大変なチームです。 

午後４時過ぎ 床板廃材を集積場に搬出、排

水·片付けも完了しました。(市のボラセンでは 

熱中症予防のために 午後２時前後には作業終了

です。) 

Hz さんの車で 金光町の宿泊所近くのコンビ

ニ｢丸ナカ｣まで送っていただいて 夕食と明日の

朝食を購入。また 雨が降ってきました。 

今晩は 昨夜の一人が帰って   倉敷市のボラ

センで お盆休み明けに向けて内勤してきたとい

う２人の筑波大学生が 遅くに入室して、４人が

相部屋です。 

8月16日(木) 活動第２日 

昨夜の雨でも 涼しくはなっていません。雨

の予報で 広島市の災害ボランティアセンターは

休止とのことですが  こちらは ほぼ晴れていま

す。 

昨日よりも早く 7:20に新倉敷駅前で待ち合

わせ。今日は Hz さんの昨日のお仲間とは別の、

地元からの女性と 兵庫県西部の龍野から到着し

た女性と ４人で活動します。 

行き先は  真備町ではなくて 倉敷市の西北隣

の矢掛(やかげ)町。同じ小田川の流域で 200棟

が床上浸水という被害を受けながら  倉敷の真

備町のように大きく報道されず、ボランティア

が８月初めの平日で 真備町は平均700人を超え

るのに  矢掛町は５人という日もあったとのこ

とです。 

立派な市役所と並ぶ社協の建物に開設された

災害ボランティアセンターに 今朝集まったボラ

ンティアは 私たち４人を含めて10人、社協の

職員とシルバーセンターの方々が丁寧に案内し

てくださり  ソファーに座って待機、９時 説明

とマッチング。 

私たちに単独の女性が加わって５人のチーム

で 小田地区のお宅へ。社協の車が先導して 現

場で依頼主の女性に引き合わせてくださいまし

た。 

依頼された作業は ｢納屋を清掃して 泥水を

被った農機具などを洗浄して収納する｣という

ことで、女性３人が 屋内の片付けと清掃  Hz さ

んと私と 遅い受け付けで後から合流した男性２

人とが 屋外で洗浄作業をしました。 

ところが、休憩時間に 換気口から床下を覗

き込むと  泥が見えます。家主さんの了解をい

ただいて 床板を１枚剥がしてみると、床下には

湿った泥が広がっていました。 

水が退いた室内を清掃して 一見きれいになっ

ても、床下や壁の内側などの湿気をしっかり除

かないで そのままリフォームすると じきに傷ん

でしまいます。急遽 ｢母屋の１階４部屋の床を

剥がす! ｣ということになりました。 

床板はドライバーで外せる作りではありまし

たが  旧家の大きな部屋の床板は数が多くて イ

ンパクト(電動ドライバー)が無ければ大変です

し  大量の家具調度を２階と廊下に移動させな

ければなりません。 

センターに電話して 午後は他の現場のボラ

ンティアも総動員する態勢を組んでいただいて 

総掛かりの作業になりました。 

午後３時までに なんとか４部屋の床を剥が

し終えて ２部屋の床下に溜まっていた泥を掻き

出すところまで作業できました。 

溜まっていた泥は薄かったのですが、床板を

支えていた材が縦横に交差していて  床下で身

体の向きを変えるのも難しく 柄の長いスコップ
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は思うように動かせません。こういう場面では 

十能(ストーブに石炭を入れる小型の平スコップ)

や 左官職人が土を練る｢練り鍬｣が有効です。 

土嚢袋に泥を詰めるとき、慣れていない人は 

目一杯詰めてしまうので重くなって 運び出しに

難渋します。体力の違う人たちがスムーズに受

け渡しリレーできる程度が好いのです。 

私たちが東北の活動で学んだ このような経

験知を共有し広げたいと思います。 

 

矢掛町のセンターに戻るに当たって、残り２

部屋の床下の泥出しを継続する必要があること

などを 依頼主さんが｢報告書｣に書いて  それを

チームリーダーがセンターに持ち帰り報告する

仕組みになっていました。 

金光教の宿泊施設は 信者の研修団体が帰っ

て 静まりかえっています。 

いくつかの部屋に分散しているボランティア

は それぞれ 外食、食堂で、部屋で、私と 同室

のTm氏は台所で食事、という具合なので  総勢

幾人が宿泊しているのか? 分かりません。女性

の部屋には 大阪からの若い人が１人宿泊してい

ます。 

私たちの部屋は ２人の学生が帰って 同じ大

学の１人が交代で入って また３人になりました。

Tm氏は 茨城県神栖から来て 先月20日以来ここ

に宿泊しているそうです。 

夜  あの豪雨以来初めての まとまった雨が降

りました。 

8月17日(金) 活動第３日 

Hz さんは 今年は香川県のご実家に帰省しな

いで  会社の盆休みと夏休みをまとめて 倉敷で

豪雨災害の支援活動を続けておられます。 

今日は 二人で行動、8時に 金光教の宿泊所

のすぐ近くの 人気のお店｢つちや食堂｣前でピッ

クアップしていただきました。私の作業道具は 

一昨日から 彼の車に載せたままです。 

昨日と同じく 矢掛町の災害ボランティアセ

ンターへ。今朝のボランティアは８人でした。 

私たちは 昨日のお宅で作業を継続して区切

りを付けたかったのですが  女性主体の４人が

そちらに行って、私たち｢経験者チーム｣は 別の

依頼主のお宅のブルーシートの掛け替えを｢さっ

と 済ませてから｣そちらに合流することになり

ました。 

Hz さんと私と 滋賀の長浜から軽トラで来て

活動されている熟年のHs さんご夫婦と４人の

チームが向かったお宅は 矢掛高校の先 高台の

農家Tzさん。お住まいの裏手のさらに高い場所

の畑の斜面が 豪雨で崩れて土砂が家の外周に溢

れ  畑の斜面に応急に被せたブルーシートが捲

れたり穴が開いた、それをしっかり掛け替えて

欲しいという依頼です。 

現場に行って びっくり!  お宅の裏手の斜面

は  軒を超える高さで 勝手口をふさぐように間

近に迫り、母屋と物置小屋をつなげた間口より

も広い!  これまでのシートの上に被せるには 特

大のブルーシートが必要で、それを押さえる重
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しの土嚢も大量に要り  さらに要所に打ち込ん

で固定するペグ(巨大なピン)もたくさん必要で

す。センターから持ってきたシートは小さなサ

イズで 土嚢袋も全然足りない、｢４人ですぐ終

る｣どころの作業ではありません。ペグは依頼

主さんの心当たりから取り寄せ  センターに電

話して特大シートと土嚢袋と労働力を要請しま

した。 

とりあえず 依頼主のご主人も一緒に作業を

開始。 

上の畑のきわに シートの端をわずかに掛け

て押さえただけだった土嚢を増やします。畑に

は 使われていない土嚢が山積みされていて 好

都合かと思ったのですが、シートに乗せた分を

含めて 大半の袋が早くも劣化していて  持ち上

げると破れ 中身が崩れこぼれてしまいます。新

しい袋に詰めようと掘る土は 乾いてガチガチで

す。昨夜の雨で早朝は涼しかったけれど、逃げ

場の無い畑と斜面に照りつける日射しは 強烈!

で 私はサングラスを掛けっ放しでした。 

午前中に ボラセンからシートと土嚢袋が届

けられましたが、新しい労働力が 来るのは 午

後になるとのこと。 

風通しの好い日蔭に椅子を出してくださって 

冷たい飲み物をいただいた休憩時間は 天国 !  昼

食時には 果物王国岡山のピオーネも いただき

ました。旬の地産のものは 本当に美味しい !   

午後に 遅い受け付け(矢掛町のボラセンは正

午まで)で参加した男性３人と社協のMy さんが

合流して加勢、戦力が倍増しました。 

新しい特大シートを上に被せ 大量の土嚢袋

を乗せたり シートの端のグロメット(鳩目穴)に

ロープで結んで押さえ  たくさんのペグも打ち

込んで、３時前に完了しました。土嚢袋が滑り

落ちる箇所には 上からロープで吊り下げて押さ

えました。 

今日の作業では 山歩きや森林作業で私が重

ねてきた斜面での活動経験が活かされたので  

ひそかに嬉しい気持ちでした。一方で、昨日お

母さんに｢また来ます｣と約束したTt さんのお宅

には  結局行くことができなかったのが 残念で

す。 

帰路 倉敷市の災害ボランティアセンターに

立ち寄って 様子を見学し  遠野まごころネット

から応援スタッフとして入っている細川さんに 

ごあいさつしました。遠野で一緒に活動してお

世話になった 植前さん(京都) 末田さん(岡山→

静岡) 須藤さん(千葉)たちが ここに来られたと

いうお話も。会いたかった！ 

センターは 真備町の南 新倉敷駅の北 玉島地

区の中国職業能力開発大学校の大きな体育館を

中心に開設されて 広い駐車スペースも確保され

ています。 

携帯電話ショップにも行って なぜか岡山に

来て以来通信不能状態だった私のスマホを 修復

してもらいました。 

今日は 金光のスーパーに近いコンビニまで 

送っていただきました。 

同室の大学生が｢熱中症｣ で倉敷市のボラセ

ンから早退して休んでいましたが、深夜に 食堂

で具合が悪くなって救急車で搬送されました。

明朝 ご家族が迎えに来るとのことです。高齢者

は勿論、若い人たちにも  連日のこの猛暑は苛

酷です。 

8月18日(土) 活動第４日 

今日も 金光の｢つちや食堂｣前までお迎えい

ただいて Hz さんと矢掛町へ。 

今朝集合したボランティアは15人、毎週末

に愛知県から来るグループや地元の女性たちな

ど。 

矢掛町では 77ヵ所も土砂崩れが発生して 町

長の自宅やJAも被災しました。そういう状況な
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のに  災害ゴミの臨時置き場への受け入れを 明

日で打ち切るとのこと、私たちはこの２日間一

部を見ただけですが  信じ難い思いです。 

矢掛町には独自のゴミ処理施設が無くて  広

島県境の井原市·笠岡市と広域共同処理している

という事情もあるようですが、被災した町民は 

定期の回収日以外は自分で可燃物は井原市へ 不

燃物は笠岡市に運ばなければならなくなります。

被災の実状とは かけ離れています。 

このため ボラセンには 今日明日中に災害ゴ

ミを出したいという依頼が来ているようです。

私たちは 地元の女性たち７人とのチームで 一

昨日以来のTtさん宅に向かいました。 

昨日までに剥がした床材と 掻き出した泥の

土嚢袋の搬出が主な作業ということで  息子さ

んと息子さんの彼女も参加して始めましたが、

物置小屋に溜まっている泥を片付けて清掃し  

浸水で溶け崩れた土壁も剥がし袋詰めして 災害

ゴミとして出す作業が加わりました。もうもう

と土埃が舞い立つ狭い空間で マスクとゴーグル

を着用して動きまわると たちまち汗だくになり

ます。 

さらに、物置小屋から長大な鉄筋が200本以

上?出てきて  それを別途買い上げてもらうため

に １㍍ほどに切断するこ

とになりました。さいわ

い Tt さんのお宅に 大きな

カッターと電動グラインド

カッターがあって それを

使うことができましたが、

重い鉄筋の運び出しと切断

作業に  予想外の時間がか

かりました。 

午前中で 女性たち６人は

帰って、午後は 私たちと 

単独参加の倉敷の女子高校

生 依頼主のお母さんと息

子さんと彼女 という人数

での作業になりました。 

離れて暮らしておられる息子さんは  あの時 

一人住まいのお母さんが避難所に無事に行くこ

とができたのか ? とても心配だったと 語ります。

息子さんの運転する軽トラックの助手席に私

が乗って 臨時のゴミ置き場へ。朝 別のお宅に

向かったチームも来あわせていて 可燃物 不燃

物 土嚢袋 などに分別して指定場所に運び 積み

上げました。 

予想外に 混み合っていません。被災した住

民が 自力でこれだけの災害ゴミを搬入すること

が困難なのでしょうか？ 明日までに 駆け込み

で持ち込まれるのでしょうか？ 

結局 今日の作業では 鉄筋の切断が完了しま

せんでした。カッターで作業できる人数が限ら

れているので  応援に来ていただいても 作業が

進むということにはならないのです。 

この３日間 矢掛町で活動させていただいて 

たくさんのことを学びながら、いくつかの疑問

にも捕らわれました。 

まず、ボランティアが少ないこと。メディア

の報道量の差が根底にあるのですが、矢掛町の
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ボランティアセンターの構え·姿勢が｢遠慮がち｣

であるようにも見えます。ホームページでのボ

ランティア募集に｢15人｣などと ずいぶん少な

めの枠を設けています。対応の手が足りないか

らなのか?  せっかく来てもらっても それに見合

う依頼が無い(把握できていない)からなのでしょ

うか? 

さらに、依頼された作業の具体的な内容と 

現場の実際の状況を確認できているのか？  遠

慮がちな依頼者の電話を受けて どこまで踏み込

んで把握確認しているのか？   

わずか３日間ですが  私たちが行った依頼先

では、いずれも 出る時に伝えられた作業内容に

加えて 新たにずっと重い作業をすることになっ

て用具·資材や応援をセンターに要請したり、｢す

ぐ終わる｣はずが 午後まで目いっぱいかかりま

した。 

｢行って やってみなければ わからない｣のは 

たしかですが、事前に現場の実際の状況が把握

できていれば  派遣するボランティアの人数も 

最初からもっと大勢必要だという判断が可能だっ

たのではないか? と思います。 

矢掛町の災害ボランティアセンターの方々は  

現場からの緊急要請には 誠実に最大限応えてく

ださいました。スタッフの方々もおそらく少な

からず被災されて 大変困難な状況の中で奮闘し

ておられるお姿には  本当に頭が下がります。

上記の疑問は  矢掛町のセンターの方々に突き

付けるよりも、私たち自身の教訓として 持ち帰

りたいと思います。 

Hz さんとご一緒に行動するのは 今日まで。

明日 Hz さんは畑仕事をしてから ロハス南阿蘇

チームに合流、私は 倉敷市の災害ボランティア

センターに行きます。 

金光で相部屋のTm さんは 今日までで茨城に

帰られました。代わりに 世田谷区からの大団体

が来て 大賑わいになりました。区がバスを用意

した公募チームで 大学生から高齢者まで40人。

昨夜東京を発って 今朝から倉敷の災害ボランティ

アセンターの活動に参加し 今夜ここに宿泊、明

日も活動して そのまま帰京という強行軍です。

たしか なべちゃんさんも この形の世田谷区の

団体に参加して 何度か東北に出かけられたと 

うかがいました。 

私の宿泊室は １階の７号室から ２階の４号

室に移動、神奈川からのHm さん 八王子のTz 

さんと ３人です。 

8月19日(日) 活動第５日 

世田谷区の団体は 早朝から 女性リーダーの

下で 実に整然と食事し清掃し身支度して出発し

ました。 

私は 今日と明日 倉敷市の災害ボランティア

センターに参加します。同室のお二人も 多分同

じでしょうが  それぞれに出かけます 

休日には1,000人以上のボランティアが集ま

り 受け付けは大行列になって、ほぼ機械的に５

人チームに編成され 真備町の各サテライトセン

ターにバスで送られ そこで派遣先と作業内容が

決まるので  ９時からの受け付け(10時まで)の早

い順番でも サテライトセンターから車や徒歩で

向かった現場で作業が始まるのは  たいてい10

時過ぎになると 聞いていました。 

新倉敷駅前からセンターまで送迎のシャトル

バスが 8時半から動きますが、バス待ちも大行

列になるようですし  早く受け付けを済ませた

方が 活動しやすいサテライトに行けるという噂

もあるようで、私はバスを待たず 駅前から北上

して高い丘を越える道を20分強 センターまで歩

きました。8時過ぎ、車で来たボランティアが 

すでに10人余り先着していました。その中に 

南相馬市小高区で何度かご一緒した大阪のOm

さんも !  
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体育館で行列に並んで 受け付け待ちをして

いると、スタッフが｢床剥がし作業 大募集!｣と

いうボードを掲げて歩いていました。 

私は 自分の作業内容がわからない状態より

もと思って｢お手伝いした経験は あります｣と 

手を挙げたら  別のコーナーに案内されました。

家庭用の大工道具程度しか持参していないので  

大きなバールとハンマーをお願いしたところ、

この大きなセンターには用意が無くて サテライ

トには有るはずとのこと。さらに 驚いたのは、

床剥がし要員としてサテライトに行くのは 結局

私１人だったことです。よほど特別な作業だと

思われて敬遠されたのでしょうか？ 

送迎車のボランティアが 岡田のサテライト

センターまで送ってくださいました。途中の真

備町服部地区の ざっと半分は  まだ被災家屋が

手付かずの状態、小田川に並行するローカル線

井原(いばら)鉄道の 頭上に見上げる橋脚の高さ

まで浸水して 鉄道はまだ復旧していません。51

人もの人々が亡くなった真備町の被災状況は た

しかに甚大深刻です。  

真備町の北西側の 総社市に接している岡田

地区の 真備公民館岡田分室にセンターが設けら

れていて、頭の高さまで浸水した館内の 和室の

畳と床は剥がされていました。矢掛町よりもか

なり多くの スタッフが 外に張ったテントでも

立ち働いていて  高知県からの医療班も待機し

ています。矢掛町でも こちらでも 冷たい飲み

物のペットボトルが提供されて、何本も自分で

用意する必要はありませんでした。 

ここで 他から直行して来る床剥がしメンバー

との合流を待っている間に  センターからのバ

スが到着して いくつものチームが現場に向かっ

て行きました。 

やがて 高梁川の上流の新見市から軽トラッ

クで来た若い２人(造園業の男性Tnさんと 甥の

高校生)が到着合流して 床剥がし３人チームに

なりました。 

住宅地の中の 依頼主さんのお宅では お母さ

んと息子さんが一部の床を剥がそうとしておら

れましたが、床板は 根太と枠材に頑丈に打ち付

けられていて  長いバールでこじ開けて たくさ

んの五寸釘を抜き 力いっぱい押し上げて剥がさ

なければなりません。電動丸鋸は 電源が復旧し

ていなくて使えない ! ので  ハードな手作業にな

りました。 

それでも 悪戦苦闘試行錯誤を重ねるうちに 

攻め方を会得し ３人のチームワークも良くなっ

て 少しずつはかどりました。倉敷市のボラセン

では 熱中症予防のために｢20分作業して10分休

憩｣と決めていますが、私たちは  適宜給水し休

憩しました。 

ボラセンでは 13時半から14時ぐらいには作

業終了としていますが、私たちは もう少し頑張

り続けて なんとか３部屋の床を剥がしました。 

サテライトセンターに戻って 長靴を洗い消

毒し うがいをして 作業報告、地元の婦人会の

方々が冷たいおしぼりをくださいました。あり

がたいサービスに感謝 !   Tn さんと あれこれ話

し込んで、ボラセンに行き さらに新倉敷駅まで

送っていただきました。 

金光では 今夜の同室泊は Tz さんと２人です。

大きな団体さんが帰って  シャワーも洗濯も ゆっ

くりできました。 

8月20日(月) 活動第６日 最終日 

今日も 新倉敷駅から徒歩で 倉敷市災害ボラ

ンティアセンターへ。今朝は 暑さがいくらか和

らいでいます。体育館では 昨日同様｢床剥がし

大募集｣していたので 手を挙げ  別枠のコーナー

で待機しました。 

私は今回は シャトルバスも 受け付けの大行

列も ５人ひとくくりのチーム活動も  ｢定食コー
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ス｣を体験しないで終わりそうです。休日には

1,000人を超えるボランティアが集まる大規模

なセンターとしては このような方式しかないの

かとも思いますが、私が飛び入りでお仲間に入

れていただいたHzさんとロハス南阿蘇チームと

の活動や  矢掛町で 同じ依頼主さんのお宅で続

けてお手伝いした体験とは ずいぶん趣が異なり

ます。 

結局今日も 私一人が岡田サテライトに送ら

れました。 

ずいぶん長時間 合流待ちをしたあげくに  私

一人が現場に行くことになりました。１人で何

ほどのことができるのか ? 覚束ない上に、伝言

ゲームの どこでそうなったのか?  私は｢大工｣と

いう触れ込みになっていて プレッシャーがかかっ

た状態で  依頼主のお宅に向かいました。 

２階建ての １階の天井近くまで浸水して  高

齢のご夫婦は 岡田小学校の体育館で避難生活を

されています。 

１人作業に不安がありましたが、床板が厚く

はなくて まとまった大きさで剥がせたことと  

ご主人自らバールを使い  奥様も剥がした板の

搬出や道具の受け渡しなど お二人が積極的に動

かれたので  思いの外作業が進みました。 

さらに、作業しながら ふと顔を上げると  い

つの間にか 一人のボランティアが  作業に加わっ

ていて  お互いに｢どこかで お会いしました

ね?!｣。その人は 金光の台所で短時間顔を合わ

せたMdさん、神戸から車で通って  先月半ばか

ら 被災者を訪ねて社協につなぐなど 独自に活

動されています。このお宅には 前にも来ていて  

たまたま今日様子を見に来られたとのこと、ま

さに 天からの加勢です ! 

Md さんの車でサテライトに戻って ゆっくり

昼食休憩しました。依頼主のお宅ですと  気を

遣ってくださったり 私たちの作業再開に合わせ

てご依頼主さんがゆっくり休憩できないことが

あるので お宅から離れてゆっくり休憩するのは 

依頼主さんにとっても 好いことが多いと思いま

した。 

午後は ２階への階段の壁を剥がしにかかり 

手が届かないところまでで終了。 

サテライトに戻るときに ご主人にも同行し

ていただいて スタッフに直接状況を伝え 今後

の作業の計画を相談してもらいました。 

Md さんとあれこれお話するうちに 遠野の体

育館に宿泊したことや 箱崎での活動のリーダー

だった吉野さんが共通の知人であることがわかっ

て  意気投合しました。 

倉敷市のボラセンで 地元の要役として奮闘

されているWdさんに引き合わせていただき、

今夜はご自身もまた宿泊されるということで そ

のまま金光まで乗せて 明日帰京する私が別送す

る宅急便の取り扱い店にも寄ってくださいまし

た 。前夜も同室だったTz さんと私と ３人が同

室になりました。 

私事ですが、今晩 香川県在住の身内と岡山

駅で会食する機会ができて  金光でシャワーを

浴び 着替えて出直しました。 

金光駅の向かいのホームから こちらに思い

切りの笑顔で手を振っている若い女性、テレビ

ドラマのシーンみたいだなと見たら こちら側の

ホームの私の近くには人影がなくて  私に手を

振っているのです。金光の女性の部屋に一人で

泊まっているSkさん、９月いっぱいまで長期間

活動する予定で 大阪のお住まいに用足しに行っ

て戻って来たところでした。 

今回も 旧知のHz さんと再会して一緒に行動

したり  遠野から遠く離れた倉敷のボラセンで

細川さんにお世話になったほか、たくさんの現

地の人々やボランティアとの出会いがあって 心

に残りました。 

岡山駅での会食から戻る金光の夜空に   大接

近している火星が ひときわ明るく赤く輝いてい

ました。 
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8月21日(火) 帰京日 

Md さんは  私が 別送する宅急便のダンボー

ル箱にあれこれ詰め込むのを待って 取り扱い店

まで乗せてくださり、さらに 新倉敷駅まで送っ

てくださいました。 

感謝し恐縮する私に ｢ボランティアさんのた

めのボランティアです｣とおっしゃいます。 

岡山 10:23始発 山陽新幹線｢ひかり466｣、

14:40 東京着。 

豪雨の被災地に再度襲いかかりそうな 台風20

号の動きが とても気がかりです。
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